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臨床実習における医療機関等での実施について（第 7報） 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、臨床実習に様々な影響が及んでおります。本学

の教育カリキュラムのうち、臨床実習は医療機関等で実施することが求められております。 

医療機関等で臨床実習等を実施する際、学生の皆様には、学内で行っている感染予防策よ

りもさらに注意を払い、学生の皆様が感染しないことと、医療機関等において感染を拡大さ

せないように取り組む必要があります。また、過去の臨床実習では、学生の皆様と同居のご

家族が新型コロナウイルス感染症に感染もしくは濃厚接触者となり、学生が臨床実習に参加

する機会を見合わせなければならない事例も発生しております。 

このことから、令和 4年度においても臨床実習が円滑に行えるよう以下に示す遵守事項に

ついて、学生の皆様、同居のご家族ともに、感染予防策を徹底していただきますよう、ご協

力をお願いいたします。 

なお、感染拡大の影響は日々流動的に変化し、今後も様々な対応を迫られることと考えま

すが、最善の策を講じてまいります。その際には、学内メール、本学の電子掲示板（desknet’s

インフォメーション、本学ホームページ等）にてお伝えしますので、随時ご確認ください。 

 

記 

 

1. 安全対策 

本学では、危機管理委員会において、「新型コロナウイルス感染拡大防止に関する行動指針」

により、活動制限レベル（https://www.kawasakigakuen.ac.jp/information/news/5751/）を

定めております。感染拡大時には、登校して対面での授業やホームルーム等が実施できない

ことがあり、オンラインでの対応となります。また、本学学生委員会からの「新型コロナウ

イ ル ス 感 染 予 防 対 策 に つ い て 」 の 内 容 を 必 ず 確 認 し て 下 さ い

(https://www.kawasakigakuen.ac.jp/blog/wp-content/uploads/2021/04/20220328_03.pdf)。

これらの情報は、随時更新されております。 

 



2. 学外で実施される臨床実習について 

 臨床実習は各医療機関等において実施され、現時点で以下の期間を予定しています。 

臨床実習の期間、実施時期については、感染拡大状況により変更する場合がありますので、

最新の情報にご注意ください。 

 

4年生 

・理学療法学専攻：臨床総合実習Ⅱ 令和 4年 6月 6日(月)より 8週間 

・作業療法学専攻：臨床総合実習Ⅱ 令和 4年 5月 30日(月)より 9週間 

・言語聴覚学専攻：臨床総合実習  令和 4年 6月 6日(月)より 8週間 

 

3年生 

・理学療法学専攻：臨床総合実習Ⅰ 令和 4年 10月 11日(火)より 8週間 

・作業療法学専攻：臨床総合実習Ⅰ 令和 4年 10月 3日(月)より 10週間（※1） 

・言語聴覚学専攻：臨床評価実習  令和 5年 1月 23日(月)より 4週間 （※2） 

 

2年生 

・理学療法学専攻：臨床検査・測定実習 令和 5年 1月 30日(月)より 3週間（※2） 

・作業療法学専攻：臨床検査・測定実習 令和 5年 1月 30日(月)より 3週間（※2） 

・言語聴覚学専攻：臨床基礎実習    令和 5年 2月 27日(月)より 1週間（※3） 

 

1年生 

・理学療法学専攻：臨床見学実習 令和 5年 2月 27日(月)より 1週間 

・作業療法学専攻：臨床見学実習 令和 5年 2月 27日(月)より 1週間 

 

（※1）：令和元年以前の入学者は旧カリキュラム適応のため 9週間 

（※2）：編入学 3年生を含む 

（※3）：編入学 2年生を含む 

 

 

3. 臨床実習における感染予防指導及び学生の遵守事項について 

臨床実習に参加する学生は、別紙「臨床実習における新型コロナウイルス感染症の予防指

導」に示す遵守事項に沿って行動してください。臨床実習施設において、学生自身が感染し

ないようにすることや感染を広げることのないように留意してください。 

臨床実習開始日の 2週間前より、健康管理シート(臨床実習用)に検温結果、体調、前日の

行動の有無を記入しなければいけません。臨床実習の開始前 1～2週間は、学内入構、アルバ

イト、友人との接触について、できる限り控えることとし、感染リスクの高い行動(不特定多

数の者が集まる飲食や接客等のアルバイト、イベントの参加等)を控えてください。 



健康管理シート(臨床実習用)、「新型コロナウイルス感染症 市民向け感染予防ハンドブッ

ク（第 3版）」は、本学 desknet’s（文書管理→新型コロナウイルス感染予防）からダウンロ

ードできます。 

 

 

4. 臨床実習における実習用通学定期券購入について 

臨床実習施設の確定後、学生の皆様より、ご自宅から臨床実習施設までの通学経路情報を

提出して頂きます。それを基に、各鉄道会社等へ実習用通学定期の申請手続きを行います。 

申請から発行までの手続きには約 1ヶ月の期間を要します。感染拡大等により臨床実習施

設が急遽変更となった場合、実習用通学定期券を購入できるよう各鉄道会社等と最大限調整

を行いますが、実習開始までに間に合わない場合もあります。その際は、回数券のご購入等、

通学方法のご検討をお願いいたします。また、臨床実習中であっても、感染拡大により臨床

実習が中止となる場合があります。その際は、実習用通学定期券の払い戻し等の手続きが必

要になる場合もありますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

 

5. 臨床実習開始後、新型コロナウイルス感染症の感染が拡大した場合について 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、臨床実習の延期、中止、臨床実習施設の変

更等が生じる場合があります。臨床実習施設での実習期間が不足した場合については、学内

実習等に振り替えて実施いたします。 

 学生によっては、臨床の場での学修日数に差が生じることもあり得ますが、ICT 機器等の

通信機器を活用した学内実習等を行います。このことにより、修学の差が生じることのない

よう必要な知識及び技能を修得できるよう指導いたします。 

臨床実習の開始時期が延期等となった場合、学期末の休業期間が十分に確保できないこと

もありますので、予めご理解をお願いいたします。 

 

 

6. 新型コロナウイルス感染症に係る予防接種(新型コロナワクチン)について 

 新型コロナワクチンの追加接種は、医療従事者と高齢者から順次進められており、接種す

ることで新型コロナウイルス感染症発症予防効果や重症化を予防する効果が高いことが報告

されております。本学の学生は、将来、医療従事者として就業することとなりますので、新

型コロナワクチン接種を強く推奨しております。 

 新型コロナワクチンの接種について、アナフィラキシー等の症状による様々な事情で接種

ができない場合、本学の教員へ事前に報告してください。臨床実習を実施する施設と協議の

上、対応いたします。 

 

 



7. 本学学生や同居のご家族が新型コロナウイルス感染者又は濃厚接触者となった場合につ

いて 

 別紙「臨床実習における新型コロナウイルス感染症の予防指導」に示す基準に則って、臨

床実習は一時中止となります。なお、一時中止期間中は公認欠席扱いとし、不足する臨床実

習期間は学内実習等で補充いたします。 

 感染者や濃厚接触者の待機期間は、官公庁の指針に従って対応することとなります。感染

者は指定された療養期間、健康観察期間が解除された後に臨床実習施設と協議の上、臨床実

習を実施することとなります。また、濃厚接触者は、新型コロナウイルス感染症患者と最後

に接触があった日から７日間経過後（８日目）、自宅待機が解除となります。 

 

 

8. 本学方針の情報更新について 

 上記については、令和 4 年 4 月 26 日時点での状況であり、官公庁の方針や社会情勢等に

より変更することがありますので、本学からの情報に注意してください。 

 本学においては、学生の安全衛生を最優先事項として配慮し、この未曾有の事態に真摯に

対応することで、将来の日本の医療を担う人材を育成する義務を担っております。どうか、

皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

以上 

 



令和 4年 4月 26日 

 

 

臨床実習における新型コロナウイルス感染症の予防指導 

 

1.  新型コロナウイルス感染症に対する学生への感染予防指導 

・「新型コロナウイルス感染症 市民向け感染予防ハンドブック（第 3版）」（東北医

科薬科大学病院感染制御部作成）の配布及び感染予防指導を行う。 

 

2.  本学における新型コロナウイルス感染症の対応について 

・登校（通勤・通学）、授業、休憩時間等について、（資料 1）の指導を行う。 

・臨床実習前の行動について、以下のことを制限する。 

①学生の海外渡航 

②催物(イベント)への参加や飲食を伴う会合参加 

③不特定多数の接客を行うアルバイト(飲食店等) 

④カラオケ店、パチンコ店等の感染拡大を招く恐れのある遊興施設への入店 

 

3.  臨床実習前・臨床実習中の健康管理や注意喚起について 

①検温及び健康状態に関する健康管理は、引き続き実施する。当該記録は、臨床実

習等の開始の 2週間前より、健康管理シート(臨床実習用：資料 2)に検温結果、

体調、前日の行動の有無を記録する。 

②各医療機関で実施する臨床実習や学内実習中は、健康管理シート(臨床実習用：

資料 2)を臨床実習指導者及び担当教員へ毎朝提出し、自身の体調を報告する。 

③各医療機関で実施する臨床実習や学内実習中は、マスクを着用する。 

④新型コロナウイルス感染者と濃厚接触を認めた場合や、健康状態が不良と判断さ

れる場合には、臨床実習指導者および大学に連絡し、指示を仰ぐ。 

⑤新型コロナウイルス感染予防のため、臨床実習の 2週間前から終了するまで、以

下の行動を原則として禁止する。 

・本学学生や友人と交流すること。 

・臨床実習の期間中は、本学キャンパス敷地内へ入構すること。 

・臨床実習の期間中、本学キャンパス内で教員の指導を受けること(ICT機器を利用

して遠隔指導を行う)。 

 

4.  臨床実習開始前の各種検査について 

①臨床実習施設が指定する各種検査については、指定された期日までに受けなけれ

ば臨床実習に参加することができません。 

※指定された検査費用は本学が負担しますが、検査を受ける際に一時的に費用を学

生に立て替えていただくこととなります。その際、領収書原本を本学キャリアセ

別紙 



ンターへ、臨床実習終了後に持参してください。領収書提出後、後日、清算する

こととなります。 

※領収書が無いと清算できませんので、紛失しないように気を付けてください。 

※検査を行う医療機関等への交通費は、実習生の負担となります。 

※PCR検査等の検査結果が判明するまでに日数を要する場合があるので、臨床実習

開始前までに検査結果が確認できるように検査スケジュールを確認して下さい。 

 

5.  臨床実習の開始後における臨床実習の中止基準について 

・実習生が新型コロナウイルス感染者又は濃厚接触者と判明した場合、実習生は感

染症法に基づく官公庁の指示や主治医の指示に従う。また、直ちに本学教員に連

絡して、本学教員は臨床実習指導者と今後の方針を協議する。 

・本学の学生が新型コロナウイルス感染者と判明した場合、実習生が濃厚接触者に

該当するかどうかの疫学調査を行う。実習生が濃厚接触者の疑いがある場合(感

染者と感染対策なしに飲食を共にした等)、臨床実習を一時中断して自宅待機と

する(公認欠席扱い)。 

・実習生が感染の恐れが無いと判断された場合に限り、臨床実習施設と協議した上

で臨床実習を実施する。 

 

以上  



（資料 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料 2）  

 

 

 

 

 


